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          は  じ  め  に 
 令和元年度（平成３１年度）の事業年報をお届けします。 

この年は、「災害の少ない」という枕詞が付きがちだった千葉県を、次々に台

風やそれに続く豪雨が襲いました。長生地域も豪雨により、多くの家屋が浸水

し、死者も出ました。 
当センターのある合同庁舎も浸水し、公用車の多くが使用不能になりました。 
台風による停電では、複数の病院から、冷房が使用できず患者が熱中症の危険、

という訴えが相次ぎました。この災害がようやく落ち着いた冬、中国から新た

な感染症の情報がもたらされました。当初は食品市場での限局した感染で、ヒ

ト―ヒト感染は無い、といわれていましたが、武漢の街に瞬く間に広がり、主

に肺炎による死者が相次ぐ事態となりました。この新型コロナウイルス感染症、

その後は、ご存じのとおり、世界中に拡大し、感染者は 2020 年 9 月現在、3010
万人を超え、アメリカ合衆国・インド・ブラジルなどが特に多数ですが、死者

は世界で 94.4 万人にもなっています。 
このウイルスは、オリンピックを始め、多くの集客イベントを中止や延期に

追い込み、人同士の距離感を否応なく変化させました。感染症が怖いのは、病

原体への恐れゆえに、多くの人が患者や感染者を忌避し、いわれなき偏見を生

み出すことです。 
今、保健所では、感染者を早期に発見し、周囲の接触者を調査することで、感

染の広がりをできる限り抑え込む、という、結核以来培ってきた手法でこの病

原体と対峙していますが、ソーシャル・メディアの発達などで、真偽入り混じ

った情報の拡散の速さや危険度に時折、驚嘆させられることもあります。 
しかし、こういう事態に負けずに、明らかになっていく病原体の性質を見極め、

地域の実情に合わせた効果的な対応策を取っていくこととしています。 
 
 こういう情勢の中、年度途中まで、平常時の様々な事業が縮小に追い込まれ

てきましたが、ウィズ・コロナでの新しい生活様式をベースに、徐々に再開を

図っています。 
これからインフルエンザの流行期が来ますが、症状では判別できにくい両疾患

への対処が必須となります。各関係機関との連携を一層強化し、事態を乗り切

りたいと思います。 
 

令和２年９月   
長生健康福祉センター長  大野 由記子 
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